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鷺  え  が  き   

香川県の西部には，まだあまり凝固していない砂，晩 粘土からなる地層が阿讃山脈北麓に．台地，  

丘陵（100－150m）をつくり，全体としてほゞ東西に延びた地帯をなして分布している．特に阿讃北  

麓を栄西に流れる財田川の河崖に好露出をなし，西は三豊郡萩原村より紀伊，辻，河内，財田，神田  

十郷の各村を経て仲多麓郡長炭村をこ亘り，東西25km，南北2一′4kmに発達しており途中花崗岩丘陵  

に．よりさえぎられるものゝ更に束方に延び綾歌郡陶村附近にまで達するものと思われる．とりわけ三  

豊郡山常に株式的に発達しているので，筆者等ほこれら－う垂の若い地層群を三盈層群と呼称すること  

にしれ本層群ほ従来第四紀洪積層として取扱われたものであるが，嘗つて財田村入樋に分布する本  

層群から PaY’aStegOdon sugわ，amaiTOKUNAGAが発見されており，最近三木博士により財田村．  

十郷村及び造田村から加納鹿明肌南が報告されている（7）．又甲藤，中村両氏ほ財田村北野附近の花  

崗質砂岩中に挟在される泥炭層より花粉分析の結果エね〝どdα沼∂gγ，胸ggα等の第三紀植物を報告し  

ておる（8）”聾者等は香川県全域の地質調査の－■ト環として又瀬戸内累層群研究の一助として，本地域の  

地質調査を続行中であり，完了次第詳細に．本学学術報告6巻3号（1954年10月）に発表する予定であ  

るが，一応三豊層群の層序の概要を知り得たので予報として簡単に．報告することにした．本研究に当  

り，種々と御助言を戴いた釆北大学教授江口博士又植物遺体並びに珪藻化石の鑑定に種々御指導賜っ  

た三木博士，石島博士及び筆者等の質疑に回答を寄せられた甲藤次郎学士に．厚く御礼申上げる．  

1 層 序 と 岩 質   

本層群ほ硬家花崗岩顆及び和泉砂岩層群を基盤としてそれらを不整合に被い，段丘砂礫層，沖積層  

によって不整合に被覆される．別掲地質図（Fig巾1）に示す如く，西より紀伊村～萩原村，河内村，  

財田村一神田村の三地区に夫々株式的に発達するも，各地区において岩質を異にし，前者相ほ和泉砂  

岩，後者相は主として花崗岩から材料を供給されたものであり，特に本層群下部は岩相，層厚の水平  

的な変化が割合激しく連続性にかけ，又倍物化石以外は化石に乏しく露出面積の狭小と相まって対比  

を一層顔難ならしめているい 上部は割合に．連続性がある．本層群を次の通り区分した．上から  
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三 豊  
（Mit虎yo  灰色泥岩，育色砂互層（20－30m）  

基底礫岩層  （10m）  工．i。n） †  

（Fig．1の地質図でほ三豊層群として便宜上塗色してある）  

仕）ラ河内累暦（Kochiformatin）   
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本層ほ．大部分財田累層及び新期の地層紅被われていて，露出面疲は小さく財田川及びその支流の河  

崖にとびとびに甚だせまく現われるだけで，僅かに財江川†支流の河内川の河崖に連続してみられるに 

すぎない巾従ってその構造も判然としないれ殆んど水平であり，河内川の露頭では走向如00耽微  
かに・2～30北に傾いている．以下各地区毎に述べる．   

〔萩原～紀伊地区〕   

本地区の河内累層は和泉砂岩層群を不整合におゝい財田累層の礫及び白色砂岩互暦に整合に，低位  

段丘砂礫層によって不峯に被覆される小 殆んど水平であり層厚ほ30m内外 基底礫岩（主として砂  

岩の角礫）ほ紀伊村池ノ内南方の小川の河崖に．10mの厚さで露出し，和泉砂岩層群に接するに従い磯  

は大きく人頗大程度となり傾斜も急となる，更に偶層礫質砂岩と重なり∴この中把育灰色の砂資癖土  

を介在し多数の炭化木片を蔵している，又萩原村大谷池南方丘陵ゐ谷及大将の柑由川河崖軋更に定位  

の泥岩が露出し，本泥岩中から（Fig．2，A．B）次のような植物遺体を得た．7なg〃do≠ぶ〝gαブ‘頭∂ク2グcゐ  

SHIRAS．，Sg¢〟0£αSgクク頭gr即～γ・g㌢‡ざENDL．，戸上βγ0云αγγα 沼おg才ゐわ・・才αチαMIKI，Corγg〝gグ・∂5わⅥ才α  

AIT・，CoY．．ylus heter（砂hyllaFiSCH，Mag形Olia bbovata T王iUMB．，Siewartia seY■rata MAZ：，  

A¢grj汐．，7揖£α旦夕．等である．   

以上の如く本地区では仲田川の河崖に僅かに露出し，その露頭で低位段丘∴礫層ぬよりてネ盤台たお  

」われているのがみられるが，恐らく財田川以南の三豊平野に沖積層下に．かくれて相当広範周暦本層  

の分布していることは確英セある．  

〔河内地区〕   

本地区の河内川の河崖に模式的に．発達しているので河内累層と．呼ぶことにした． 

即ち河内村字上から字下えかけて2～30で北傾しつ」河崖紅連続的に発達している，他地区の割  

合砂質卜的なるに比して流岩，粘土の増加が日立っており，沿岸滞のやゝ挽い部分に碓醸したものでは 

ないかと思われる．  
r   

河内村上（河崖）で和泉砂岩層群の砂岩，頁岩互層が本穿層の左ノ蓋礫岩上軋N70′OE，S200で画王し  

衝上附近で和泉砂岩層群は著しく錯乱し摺曲しており（水平距離5m位の範囲で）本層の傾斜■も 

内外となる．これほ今村，中野の所謂久保衝上の延長であろう（才）．‥基底礫岩ほ厚さ5m．主、とノしせ2 

【一5cm大の和泉砂岩の角礫及亜角礫よりなる．この礫岩のすぐ上位の炭質物中から（河内粛宇土， 

Figl・2，C，D）Metasequia成■sticha MIKI，Pざeudotsuga j（砂0ク2ica SHエRAS・，  

彪）ク2Zざゐ古壷HAY．，Q〝gγC〝ざγ〝∂グ・βf（おαMiX王，Coγ・加須h元購わ・最適柏虎HEM白土こ，、Cα〃油k刀雇わ・′OCαγ多孔，  

凡勿朔如庚裾釣れGAERTN．，つケ・感α沼α鯛研fgJぴ■♂rαM工Ⅹ！，属おダニ）・αgg′αゐ〃ぎゐ玄g；ござ言古MエKI，ノ等の植  

物遺体を採集した．特にmetasequoiaほ毯果，小枝共に．多産する．．次に．曹灰色の砂，砂貿粘土岩■（炭 

化木片含む）及2m内外め泥岩の順序で重なり，この泥岩中佐（河『柑字中，Fig．2，E）多数の  

乃・（頭αを威し乃・（砂αZ〃乃gをなす∴又径10cm．長さ数m町漂木を多数含む．即ち   

乃・（砂α（ガぶCOf（抄odαM王K王，プケ（ゆα 才gfγ■αgO刀α M王軋 乃・感α弼αCグ■¢jわdαM王軋 P．αg査■〝グ・〝ぶ  

ナチ伽0プ：・言c〝g M工Ⅹ㌔、等の水砕植物遺体の外 q憫虎狼＝か・即据わ′ぬぬαⅩ琶T，¢祓加肋＝施勒妙・α  

C，etG．，Eul10tias玖，SッnedraacusKiiT，＄ynedY．aul；laNiTZSCH，j％viculadr・，gaStrum．，  

（pliocen～Recent）等の淡水珪藻化石を識別した．更に1m内外の青色砂（石英粗多い）と粘土岩と 

が4－5回互層し，上部近くの褐色アルコ・－ズ砂中に 5′、・10cm の炭貿物を挟在し，多数め 

柳抽矧岬抑わ仁＝矧賭を威す。本炭質物中から（河内村下，Fig．2，F）彪抽狼準通お成■5才よbゐαMヱⅩⅠ， 

Pseudotsuga jqPoチ：ica SHIRAS．，．Pαliurusプ1iMoni－cusMIKI，、Bお．ガuSjai）0；・li－caMUE王Ⅰ．，L等が得  

られた．河内川西方の丘陵は財田累層のアルコーズ砂礫よりなり本層との境界ほ Coucealされて関 

係ほ確認できないが分布状態からみて整合であろう 

〔財田一神田地区〕   
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神田村方面の本層ほ中屋敷の小川の河崖に10mの厚ぎで礫岩阜青色砂野師土り茸層が肇出し，下限  

ほ．不明なるも基底部に属するものであろう，本礫岩中に・僅かながらガラス肇琴雲安山岩の水蝕礫が混  

入しており注目に催する〃膏色砂質粘土中に多数の炭化木片を含んでいる．財田方面では財田川の河  

崖に露出し基盤の花崗岩を不敏合に被覆し，財田累層には整合，低億．段丘礫層咋は不整合に夫々おゝ  

われその露出も極限せられておる．   

即ち財周村雉子尾の河崖で基盤との不整合は観察されす基底礫岩は2m，主として拳大の花崗岩の  

亜角礫よりなり基盤面の凹凸が遺しい，この上の瀧潜中佐植物遺体破片及瑳漢化石を含む・又財田村  

北野（観音寺～琴平街道）の崖ではアルコーーズ砂岩中に挟在される泥炭中から（F阜g・■2，G，H）   

ル／〝仙リご．イりノ＝ソ●ノノ，り／りJ山／／J∫1．．ハ巾′仙骨、／り．＝ゾ＝、バ∫／・／／ノバl∴ り＼I・・バ・ゾJ●／り′∫′〃〃′、川′沼パパ  

Ⅰ■・，〟印γの‡gゐgざ頭．，胞ねSg¢〝0才αdgざ才Zc窄αで嘩K工等を採集したィh又高畑六甲藤」中村は同所の泥炭  

中から花粉分析の結果鋤ぶ，Sα，乙グ¢お古dα畑∂♂γを低率恵がら検酢じておる．（8）この附近で木屑は僅か  

にJ神曲ん，走向はN500W，傾斜はNE200を示サヾ・∴釆方七簡村久保の財田川河僅に偽層の／著しいアル  

マ－ズ砂礫と礫層の互暦が15In内外，、水平に凝達しでお′り，．、本累屑のエヒ梅軒属するものか；㌧財田罫層  

に属するか不明であり次報で正確を期したい（この報告では河内累層の止邦層と．bて．取／り扱つてし、甘）  

（勿 財田累層（Saidaformation）   

本累暦ほ主としてアルコ一軍砂礫からなり，層限は30m内外で水平的膵割合連続性があり，褐鉄鉱  

bandを2′－4滞挟窮し高師小僧が極めて多い．河内累層に．比しその分布は広く100～ほOmの丘陵を  

構成して発達している．その構造も殆ど水平であり衝上附近で僅かに北え傾斜している・  

〔萩原～紀伊地区〕   

本地区でほ萩尿村東方丘陵（100～150m）はすノべて本層の礫及び白色砂岩甲互層よりなり∴全屏厚  

30m内外，白色砂岩ほ純白，緻轡に、して一一都凝灰質の疑いがある，宿酔小僧が棲めて多い・礫は2ヰ  

3cmの和泉砂岩の亜角礫を主とする．近畿地方に広く分布する山砂利層に酷似している・  

〔河 内 地 ′区〕  

屑内川の西方丘懐 〈100m内外トを構成して発達し，主としてアルコ十：ズ砂よりなり周上に近ずい  

て北西にかなサ（20～800）傾斜する．層厚は20～30mで下部ほ割合に成層し砂暫粘土状を呈する・高  

位段丘層濫不整合に串」われでし、る′・  

〔財田～神田地区〕   

この方面でほ／本累層の分布ほ極め′て広く，100「一130mの丘陵な構成し殆どアルコ十」ズ砂礫から、なり 

層厚は30m内外，2ヤ3JCmの褐鉄鉱滞を宏一8帯挟有し高師小僧が極めて多く，下位の河内累層と連  

続しており整合である．  

‡ 考  察   

以上三豊層群の層序について概述したが，本層群紅は海の化石せ含まず陸上ヌ漁淡水砕の植物化  

石，淡永性の珪藻化石にとむことよンり花崗岩及和泉砂岩暦群を基盤としで堆積した湖成層である、とと  

は明かである．（東方ほ一部河成層の疑いはある、）．これちの若い地層の分布を衣るに．海抜i50mま  

でに“存在するのが普通であって，それより高所を占め■ることほない．特に河内累層の場合；′台地；丘  

陵の上部を占めることはなく現在の谷の部分等に散在する．150mより高い所は基盤の岩石があ／るの  

が普通であって，堆積当時基盤の襲面は相当の凹凸かあったものと推測きれる．又その構逸も極めで  

簡単で一・般に水平であるが，和泉砂岩層群に接近し七億かに北虹傾いている．、北西方向の軸め緩やか  

な相曲が認められている．本層群上に和泉砂岩層群が南20～、30度の傾斜をもって押しあげ，新期段丘  

層によりて不整合におゝわれている 

従って本層群堆積後の運動ではあるが，堆積袖にも既に．この道動の行われた疑いがある．そして堆   
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積後に再び活動したもりと思われ声・本圃琴から筆者等 

三 豊 層 群 植 物 遺 体 表  

35  

出現の部分（RaIt Of Re血airl）   名 （Semifossilof Plant）  遺   体   樅   物  

ア∫β枇わf5〝gαグα♪0紹よcαSHIRAS，  

× 5β曾〝0よ■αSβ〝ゆβ㌢房′¢〟S至NDL・，  

× C研威喝触感－α瓜壷5滋壱よHAY，  

× 施触噸抑か胡．s批ゐαM血，  

× 凸如OCαタγα∽〝〃首ゞf㌢よ－α′αMrKI，  

Cβ7二〆α．Sγ05才㌢αgαAIT，  

〝   ゐβgβタ′qβゐ．γ肋FfSCfI，  

坤御峨α0¢βぴαヂαT鞘叩・，  

5才β紺α㌢ヂ去α5βγ㌢αgαM拷∴l  

×・E〟㌢二γ¢わα点α5ゐよe〝S貞一，S MIRI，  

ルJ．＝叫・ト′いソノい／り／∴、イご′l．、  

〝  〝 C′オ5≠αね仁ゞR．EIM 

毯  果  

′ケ  

′′  

〝  及 小 枝   

堅  果  

′′  

′ケ  

輝  

′′  

I ガ タ ノ、ラ  

セカイ アメ スギ  

ラ ン グ イ ス ギ  

メ タ セ コ イ ア  

シキジマタハグルミ  

ツ ノ ハ レ バ ミ  

ハ  シ  バ  ミ  

ホ  ウ  ノ  キ  

ヒコ少ンヒメジャヲ  

ア、カシオテバス  

ミ ヅ ガ ン ハ  

ポ ダ イ ジ ュ  

イ  ポ  ジ シ  

マルyリ エビリ  

ガサ ミノエビレ  

シ′ リ ブト ビ ソ  

レキジマハマチ、ツメ  

′γ  

／ケ  

ーケ  

5cよケ少打5∽〝Cタ卯％痛那L，  

脇狸．γ〃〝fゐ♂ざ坤り  

耶J査α5β，  

× 7ケα如研α班∽査一晩物αMIKI，  

k‥ 

ン：r川ルい／川Jりご－Jヽ！Ijこl、  

× rγJゆα〝材（γ坤βゐ腑KI，  

× A蕗伽㌢・〟ざ・痺〟研疲ぬMlXI；  

× Q〝β7（∽＝Ⅶか虎dβαMIKI，  

C（〉㌢〃払S C弼か〃ぴβγぶαHEMSL．，   

鱒や輿轡物αGAERⅢい・  

及政綱グ（ゆ〃〝∠cαMuEII．，   

』cβγ、頭．，  
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× 絶滅種であるか，又は日本に野生し1ないもの   

即ち19属25種でありその内Il種ほ絶滅種である嘉、又は日永に野生しないものセをる．   

これらの植物遺体の在存は本層群が三木博幸やメタヤコイ 

■ あることを示している・従つ 
り香川県下で最近の地質即）浸刺1て洪積層と 

－ 

とノ が、き   

この論文では従来本地区内で洪積層として取扱われていた一題の若い地層群を草の榛草野発達隠  

名（三豊郡）をとり三豊層群と呼ぶことに・し，その層序紅ついて論じ，植物遺体の研究から茶層群が  

メタセコイア層に属し，且つ明石層鮮紅相当することを明に・した・な淘現在調査中であ車中で木屑群  

と洪積層との関係等詳細は次報に・譲ることゝする叫 これにより不備の点が極めて多いが古嘩戸内地域  

新生代地史紅寄与する所あれば辛いである・   
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R e、 

TheMitoyogrOupisthe nameglVentOthe Pliocene deposits develo画din、Mitoyol・gun Of the  

westernpartofKagawaprefecture，Shikdku，bythewritersinthispaper．   

TheyoungerCenozoicsedihentariesuntonformably overlie granitesand’theIzumi由ndstone  

group，and are exposedalongtherivers of Saida－gaWaandKochi・ga南in northernぬ史t of the  

Asan mountainland，and are composed of conglomerate，bluish sandyd畠y・，mudstone with thin  

peats，arkose coar■苧e Saild・   

They ar・e general1y spft and contain some diatoms and semifossils of plant，may belake  

deposits．   

Enumeratedfromthe westtoeastthe chiefarea岳－Of distribution墾声，0gihara㌧鱒i，Kochi，  

Saida，Ⅹoda，thethirdand fourth mention申localities being thoseof thetypelocalities ofLthe  

Kochiand Saida formation＄．   

T鮎Mitoyo gr’O11Pisdivisibleinto f01lowing＼tWO・formations，in descending order． 

（Stratigraphicaldetai1岳are showninノFig．2．） 

Saidafbrm去tion u・∴htgra海1，arIkose sand（30m士） 

｛＊ternationof甲udstone，bluish 
Kochilformation）        し 

basalconglomer亜e（5－10m）   

Mitoyo group  

The stratigraphicalrelation between the Saida formation and the underlyingformationispartial  

unconformity，becauseitisn9tCOnformableinthe western partof thisarea，butisconfor’mable  

jn the easteIn half   

A坤Oughtheseformationsare g6nerally horizont札 theyincline northwardswith a diplof  

about 

The重く0血ifo上mationiscoveredbythe Saidafor申ationand terracedeposits，SOitisexposed  

onlyatthe cliff ofthe river畠andalongtheval1eyムtthefobtofthe hills 

Whenitdeposited，the palaeo－tOPOg！■aPhyQfthis苧Ireais thought tohavebeen very uneven・   

From severallocalities and horizons of the Mitoyo group，the writers record the follwing  

semifら墓sils＼Of pl払t，hanely．  

肋fαざgヴ〝0～お成’ざf古cゐ占MIⅢ  

ゴー、仏里－わざ（・川♪l、ノ・Jイブ（リバE＼1几  

P扉あわ路凍庖沙耶滋滋㌻MIKI  

助γγαggαゐ〃5ゐ£g；一：5よ■5MIKI   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ
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鳥β〝（わね句gα御伽7fcαSnIRAS  

7ケ（砂α沼αCγq如dαMIKI  

了ケ（砂α才gわ′■dgOプ7αM王KI  

7ン（砂α（ガgco妙odαM‡KIetc 

Onthe basis of the fossilevidences，it belong■S tO SO－Cal1eまMetasequoiabed of S．MIKI，and  

is considerd assignable to upper Pliocenein age．（Il－H20fIKEBE，Sletter nomination on the  

subdivision ofJapaneseTeItiaryin age）．   

TheMitoyogroupmaybroadlycorrespond to the Akashigroupof T．S‡ⅡKAMA．   

Asthe geology of this regionis stillbeing continued bythe writers，thedetai1ed descriptions  

wi11be pl血1ishedin near future 
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38（a）  

R8・1香川県西部の三豊層＃  

q80lo官服l¶几4P O‡仙e WeS用「¶P射t，  

K4gqW4P柑‡eC七山re・Snikok町  
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88（b）  

托針2  三豊居着稚獣圏  
Gゼんm仙肌血爪  

ラ可内地区  
神田～財田地区  

載原一一紀伸地区  

A～C－一…・植物連体合名層   

又仙…－一 石圭藻化石  

粘土尺粘土岩  

砂膚粘土岩   

泥岩   

朝牡砂   

中瓶砂   

場牡砂   

嶺砂岩   

礫東砂岩   

礫   

礫岩   

炭贋物   

花崗岩   

勅東砂岩  
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